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１．はじめに  

 佐賀県の一級河川六角川において進めら

れている「六角川河川改修事業」に伴い、JR

長崎本線六角川橋りょう直下の右岸側築堤

について、H.W.L.高までの暫定堤への改良が

行なわれた（図-1）．しかし、当該橋りょう

は有明海の軟弱粘性土地盤上に位置するこ

とから、既設橋脚・橋台の変動を把握し、列

車の安全運行を確保しながら築堤改良工事

を行なうための計測管理を実施した．以下に

概要と計測結果について述べる． 
２．計測管理の概要 

 計測管理は、六角川橋りょう 5P 橋脚および 2A

橋台において、表-1 に示す各項目について実施した．

このうち No.1～3 の各計測値と、既往文献 1）を参考

に設定された管理値との比較により、工事の一時中

止や対策の検討を判断することとした．管理値を超過する異常計測値が発生した場合は、工事進捗状況や上記 No.4

の計測値などをもとに原因や対策を検討することとした．なお、各計測機器の配置位置を図-2 に示す． 

 計測値は全て自動計測とし、工

事中の列車の安全運行を常時監視

する必要から、Web 上で各機器の

計測値をリアルタイムで確認可能、

および管理値超過時に i-modeにて

自動的に関係者へ警報メールが送

信される、等の特徴を持つ計測シ

ステムを採用した． 
 また、工事着手前に事前計測を

実施し、河川水位（感潮河川であ

り、水位変動による影響への懸念）

や外気温、列車通過時等の外的要

因による各計測値への影響を把握

し、計測管理値の見直しなどを検

討することとした． 
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図-2 計測機器配置位置図 
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表-1 計測管理項目 

図-1 築堤改良計画 
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３．計測結果及び考察  

（1）事前計測（H21.12.16～H22.1.6；毎正時計測） 

 各計測値においては 1）潮汐による河川水位変動との高い相関 2）河川に近接した 5P において 2A よりも大きな

変動傾向 3）日変動に加え、大潮・小潮や季節変動に起因する長周期の変動傾向 4）外気温との相関無し 等の特徴

がみられた．ただし、管理値の見直しは行なわず、計測データの基線補正のみ実施した． 
（2）工事中計測（H22.1.13～H22.3.19；10 分間隔での計測） 

 各計測値は、事前計測時

と概ね同様の変動傾向を示

したが、築堤改良工事期間

においては二次・三次管理

値を超過する変位は計測さ

れなかった（図-3）．このた

め、一時施工中止など、列

車の安全運行に支障する事

象も発生せず、工事は無事

完了した． 
（3）工事による計測値への影響 

 5P については河川水位の日変動や季節変動によ

る影響が卓越し、工事による計測値への影響を十分

把握することが困難であった．一方、2A について、

河川水位変動が比較的類似した1日における鉛直変

位の日変動を、腹付盛土施工前と施工後とで比較し

た（図-4）．施工後では、1 日を通じて 2mm 程度、

ほぼ一定の沈下量を示す変位差がみられる．これは、

主に盛土施工に伴う 2A 前面地盤の変形によるもの

と考えられ、現地条件等を考慮すれば、既往の解析結果 2）とも概ね整

合していると考えられる．なお、盛土施工に先立つ鋼矢板打設時は、

計測値に目立った変化はみられなかった． 

 また、2A 前面の地中水平変位について、鋼矢板打設～盛土施工期間

中の代表工程での鉛直方向の変化状況を図-5 に示す．鉛直方向の変位

分布は、表層付近を除き 2A 側鋼矢板の変形を概ね反映していると思

われ、盛土施工に伴う 2A 側への地盤変形を捉えている可能性がある．

一方、地中水平変位による下部工変位への影響はみられなかった．慎

重な盛土施工や鋼矢板打設による一定の縁切効果により、想定内の地

盤変形量であったためと考える． 

４．おわりに  

 今後、河川左岸側の JR 橋りょう直下でも同様の築堤改良が計画され

ている．工事中の計測管理の実施にあたっては、今回の知見を十分活

用し、特に河川水位変動の影響を考慮した変位想定や計測機器配置等を事前に検討することが望ましい． 

＜参考文献＞ 

 1）都市部鉄道構造物の近接施工マニュアル，平成 19 年 1 月，（財）鉄道総合技術研究所 
 2）六角川東郷地区 JR 近接施工協議に関する検討報告書，平成 21 年 3 月，応用地質（株） 

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
日

傾
斜

角
(r

a
d
 ×

 1
0

-
3 )

0

5

10

15

20

河
川

水
位

標
高

(T
P
+
m

)

河川水位（六角橋）

5P橋脚：Ｙ軸（橋軸方向）

一次管理値(0.717)

二次管理値(1.202)

三次管理値(1.687)

一次管理値(-0.989)

二次管理値(-1.338)

三次管理値(-1.687)

図-3 工事中計測結果の一例（5P 橋軸方向傾斜角）
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二次管理値：工事の一時中止

三次管理値：構造物耐力を確保しうる限界値 

＋：終点側

－：起点側

※計測値は毎正時での値

図-4 2A 鉛直方向変位の日変動 
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1/26（矢板打設前）

2/15（矢板打設後）

2/24（切梁設置後）

3/6（盛土施工後）

図-5 地中水平変位の深さ方向分布 
※計測値は 12:00 での値
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